


























のキーワー ドが ｢循環性｣｢共生｣｢参加｣｢国際協力｣である [1]｡
中央教育審議会の答申も,このような時代背景の中で,学校教育の中での環境教育の
重要性が答申されているが,当然のことと言うより,むしろ遅 きに失 した感 じが否めな
い｡
*長崎大学教育学部技術教育講座,**長崎大学環境科学部,***長崎大学教育学部家政教育講座















































環型社会｣を取 り上げたいと述べているのである｡ もちろん ｢循環型社会｣の概念の外延













(2)地域内環境問題 :経済社会の高度化 ･多様化に伴って顕在化 してきた国内的環境問
題で,大気汚染,水質汚濁,騒音 ･振動,悪臭,ゴミ ･廃棄物処理等の環境問題 [7]｡
3-2.技術論から見た分類





















































終処分場の定点観測をもとに,この状況を改革してい くための ｢素材 ･材料｣ に関する
｢循環性｣,更には ｢素材の循環性｣から見る ｢循環型社会｣に結び付けて授業を展開して
いくことは論理的にも妥当なものと考えてよい｡環境教育の一つとしてゴミ ･廃棄物処理
問題を取 り上げるとき,最終処分場 (埋立地)の定点観測が有効な学習用素材として働 く
と推論するのは,この定点観測の持つインパクトの強さと論理構造の明確 さにある｡
4-2.最終処分場の定点観測





埋 立 方 式
埋 立 構 造
埋 立 工 法
埋 立 面 積
埋 立 容 量
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図2 長崎市のゴミ ･廃棄物の最終処分場の概要と定点観測位置
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写真 1-(a)1993年11月23日撮影｡第 1期埋立ての完了直前の状況｡この後,3メー トル
の布土をかぶせ.元の地権者に返還される.












写真 2-(C)は,1994年 9月7日に撮影されたものである｡ 前の撮影時点から約 9カ月































































































写真 3-(a) 1995年 9月 1日撮影｡ 3番目の定点観測位置として,埋立て処分場最上部を
設定｡埋立てている場所はまだ遠 くにあった｡
写真 31(C) 1996年 8月16日撮影.宥土として埋立てに利用されているため.写真右手に
あった丘が削り取 られ殆どなくなってしまった｡
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の総量は約14万 トン前後でほぼ横ばい状態で推移 している｡1991年までは ｢燃やせないゴ
ミ (不燃ゴミ)+粗大ゴミ｣の量もゴミの総量も増加していたものが,空き缶,空きビン
だけでも ｢資源ゴミ｣として回収するようになっただけで,少なくとも埋立て処分量は減
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写真 5 1997年 8月22日掘影｡持ち込みゴミ (事業系一般廃棄物)の投入状況
(Recycle)の重要さや分別の意義,更に一歩進めて,ゴミを作らない ･買わない (Refuse),
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